
桶川市図書館サービス基本構想（第 2 次）（案）に関する意見等の募集結果 
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２図書館サービス 

(3)レファレンスサ

ービス(P10) 

官報閲覧ＰＣ席は使用頻度が低いので、別の用途に充てた方がよ

い。（例としてＰＣ使用時間が延長できるのではないか。） 

データベース閲覧席へのご意見につきまして

は、今後の図書館運営の参考とさせていただき

ます。 
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２図書館サービス 

(5)障害者サービス

(P13) 

こういうサービスをしていること自体、全く知らなかった。図書

館には頻繁に通っているが、この類の掲示物等、見たことがない。

ＰＲ不足ではないのか。 

「ボランティアとの連携」は重要だが、ボランティア任せですま

せて良いものか。専門スタッフの設置やボランティアの発掘等、も

う少し図書館として取り組むことの方向性を明示してもらいたい。 

障害者サービスについてはこれまで主に視覚

に障害のある方を対象とした録音図書の提供を

行ってきました。そのためお知らせとしては対

面朗読などのサービスのご案内の記事を図書館

だよりや市広報に掲載し、これらが音訳された

ものを、視覚障害のある方に聞いて頂いていま

した。今後は視覚に限らず様々な障害のある方

にもサービスをお知らせするため、課題として

「利用者へのＰＲと実際の利用につなげる体制

作り」を挙げました。館内への掲示についても

取り組んでまいります。 

図書館の人員体制を考えますと、障害者サー

ビスの専従担当者を配置することは困難です

が、現在でも障害のある方の来館時の対応やお

求めに応じた資料の調査や手配、対面朗読のお

申し込みから実施に至るまでの利用者とボラン

ティアとの調整などを図書館の担当者が行って

おり、今後も取り組んでまいります。 

また、本構想案Ⅲの「２ボランティアとの連

携」(P20)でも触れておりますように、ボランテ
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ィアの増員を図るため、図書館は一般向けに音

訳者養成や絵本の読み聞かせ講座を開催してき

ました。 

障害者サービスでは、ボランティアには主に

図書館だよりのデイジー(音訳図書)製作や対面

朗読の分野でご協力頂いています。文章や図表

などを音声化する「音訳」は、聞き手に分りや

すく正確に内容を伝えるという点において専門

性が高く、専門の講座を受けた音訳ボランティ

アにお願いしています。 

以上のように図書館でも取り組みを行ってお

りますので、原案どおりとさせていただきます。 

3 

２図書館サービス 

(6)高齢者サービス

(P14) 

取組方針にある「居場所として(略)快適に過ごせる場所を提供」

とあるのは大変ありがたい方針。ぜひこの方向で充実させてほしい。 

大活字本の充実についてはちょっと疑問。現在置かれている大活

字本にはあまり魅力を感じない。むしろ既存の書籍・雑誌をそのま

ま拡大投影できるようなビューアーの様なものがあればうれしい。 

 

大活字本は一般の書籍に比べて出版点数も少

ないため、ご利用の方の選択の幅が広がるよう、

収集に努めてまいります。既存の書籍を拡大視

する機器として、桶川図書館に拡大読書器を用

意しています（「障害者サービス」P13 で掲載し

ています）。拡大読書器の利用についてお知らせ

してまいりますので、ご理解をお願いします。 
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２これからの図書館

サービス 

（1）市民ニーズに応

える蔵書収集 

（P22） 

半世紀に亘り市内に居住。川田谷、西口、市立とも(好みの)大半

の蔵書は読み尽くしたので、折を見て蔵書の刷新を願います。可能

ならば伊奈、上尾、北本との蔵書の交換を考慮してください。 

 

 

 

図書館では年間を通じて資料を購入し蔵書の

更新を図っており、今後も順次進めてまいりま

す。また平成３１年４月に開館する坂田図書館

で多くの蔵書を購入する事としております。 

また図書館の蔵書は桶川市の財産であり、他

市町の蔵書との交換はできません。市内で所蔵

していない資料につきましては相互貸借により

他市町村から借り受けることができますので、

図書館の担当者にご相談ください。 
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また、桶川市民は上尾、北本、鴻巣、伊奈、

久喜の各市町の図書館で利用カードを作って資

料を借りる事ができますのでぜひご利用くださ

い。 

5 

２これからの図書館

サービス 

（1）市民ニーズに応

える蔵書収集 

（P22） 

新規購入図書は、白書や大学出版会等の専門性の高い資料よりも新

書・選書など一般的なものを優先したほうが良い 

 

専門的な資料については、専門分野の中でも

基本的な内容の図書を中心に購入しています。

専門的な資料は調べもの等で必要な場合もあり

ますので、利用頻度を考慮しつつ、個別に購入

を検討してまいります。表記は原案どおりとさ

せていただきます。 

 


